








幹細胞・再生医療研究では、2006 年のマウス iPS 細胞（Takahashi 






































行われてきた経緯がある（e.g. 菱山 2003, 2010; Nisbet 2005; 渕上 2009; 




が盛んに議論がなされてきた（Lee 2006; T. Kim 2008; L. Kim 2008; 
Leem & Park. 2008; 渕上 2009）。





（International Society for Stem Cell Research: ISSCR）においても学会
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ガイドラインや声明が公表されている（e.g. International Society for 
Stem Cell Research 2006, 2008, 2009）。
日本の状況に目を向けるならば、京都大学のグループによる 2007 年
のヒト iPS 細胞の樹立や 2012 年の山中伸弥・京都大学教授のノーベル
賞受賞を契機に、幹細胞・再生医療研究にかんする、その報道数は大き
く増加しており、一種のメディアハイプ（熱狂）が生じている（Shineha 
2016; Caufield et al. 2016）。またヒト iPS 細胞樹立の翌年に行われた朝
日新聞読者およそ 15000 人を対象とした質問紙調査では、約 74％の回
答者が iPS 細胞をキーワードとして認識しているという結果となるなど、
幹細胞・再生医療研究が大きな社会的注目を集めている（Shineha et al. 
2010）。幹細胞・再生医療研究を重点領域とした資金配分と政策的支援、
また臨床応用の実現に向けた安全性確保に関わる法令の整備なども進ん
でいる（見上 2011; 一家 2014）。
このような中で、より良い形で幹細胞・再生医療研究を社会の中に位
置づけるためには、関連するテーマにおける一般の人々と研究者側の関















































































度数 260 445 232 937
頻度（%） 27.7% 47.5% 24.8% 100.0%
女性
度数 216 588 368 1172
頻度（%） 18.4% 50.2% 31.4% 100.0%
合計
度数 476 1033 600 2109
全体頻度（%） 22.6% 49.0% 28.4% 100.0%
注：χ2 =28.863, df =2, p = 0.000, V=0.117
412
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年齢層を 60 歳以上と 60 歳未満の 2 つのカテゴリーに分割して同様の
検討を行った。その結果を表 2 に示している。この結果、60 歳未満で
は「許される・条件付きで許される」回答が 19.4％、「許されない」回
答が 52.3％、「分からない」回答が 28.4％であった。一方、60 歳以上で
は、「許される・条件付きで許される」回答が 26.2％、「許されない」回







































度数 217 586 318 1121
頻度（%） 19.4% 52.3% 28.4% 100.0%
60 歳以上
度数 259 447 282 988
頻度（%） 26.2% 45.2% 28.5% 100.0%
合計
度数 476 1033 600 2109
全体頻度（%） 22.6% 49.0% 28.4% 100.0%











度数 142 258 125 525
頻度（%） 27.0% 49.1% 23.8% 100.0%
それ以外
度数 334 775 475 1584
頻度（%） 21.1% 48.9% 30.0% 100.0%
合計
度数 476 1033 600 2109
全体頻度（%） 22.6% 49.0% 28.4% 100.0%
















効果の方が大きいことが示唆されているが（Midden et al. 2002; Allum 
et al. 2002; Sturgis & Allum 2004; Jasanoff 2005; 永田・日比野 2008; 標
葉 2016）、そういった先行研究の結果を踏まえた今後の更なる検討が必
要といえる。













度数 76 112 64 252
頻度（%） 30.2% 44.4% 25.4% 100.0%
それ以外
度数 400 921 536 1857
頻度（%） 21.5% 49.6% 28.9% 100.0%
合計
度数 476 1033 600 2109
全体頻度（%） 22.6% 49.0% 28.4% 100.0%








χ2 検定，p = 0.105）。また「1 年以内の通院歴がある」層と「1 年以内
の通院歴がない」層とで比較した結果においても同様に関連は認められ




められなかった（χ2 検定，p = 0.371）。また、1 年以内の家族の通院の










度数 245 471 284 1000
頻度（%） 24.5% 47.1% 28.4% 100.0%
現在通院
してない
度数 231 562 316 1109
頻度（%） 20.8% 50.7% 28.5% 100.0%
合計
度数 476 1033 600 2109
全体頻度（%） 22.6% 49.0% 28.4% 100.0%











度数 358 732 420 1510
頻度（%） 23.7% 48.5% 27.8% 100.0%
1 年以内の
通院なし
度数 110 283 171 564
頻度（%） 19.5% 50.2% 30.3% 100.0%
合計
度数 468 1015 591 2074
全体頻度（%） 22.6% 48.9% 28.5% 100.0%


































度数 79 168 94 341
頻度（%） 23.2% 49.3% 27.6% 100.0%
1 年以内の
通院なし
度数 383 842 488 1713
頻度（%） 22.4% 49.2% 28.5% 100.0%
合計
度数 462 1010 582 2054
全体頻度（%） 22.5% 49.2% 28.3% 100.0%
注：χ2 =0.169, df =2, p = 0.919, V=0.009
407
（87）





























度数 243 565 344 1152
頻度（%） 21.1% 49.0% 29.9% 100.0%
信仰する
宗教あり
度数 233 468 256 957
頻度（%） 24.3% 48.9% 26.8% 100.0%
合計
度数 476 1033 600 2109
全体頻度（%） 22.6% 49.0% 28.4% 100.0%

















al. 2002; Allum et al. 2002; Sturgis & Allum 2004; Jasanoff 2005; 永田・日
























ことが指摘されており（Bauer 2002; Bauer and Gutteling 2006; Gutteling 
et al. 2002; Lewison 2007; Mark et al. 2007; Nisbet and Lewenstein 2002; 
Ten Eyck and Williment 2003; Shineha et al. 2008）、報道と社会的な態
度の間の相関関係を見て取ることも可能と言える。とりわけ幹細胞・再



















































るが、同時に ELSI や動物の福祉の観点も含めた検討がなされている（The 




4 ）　但し、通院歴を「現在通院している」、「過去 3 ヵ月以内に通院した」、
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「過去半年以内に通院した」、「過去 1 年以内に通院した」、「過去 1 年間は
通院していない」に区分した形で、「人間の臓器を持つ動物を作り出すこ
と」の意識との関連を検討する場合、5％水準での有意差が認められる
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